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グローバリゼーション、国家、社会的包摂/排除
　本共同研究の目的は、グローバリゼーションと社会的包摂/

排除をめぐる諸相を検討することを通して、国家およびそこ
に生きる私たちの生の可能性を模索することである。そのた
めに〈アサイラム /アジール空間〉という国家の法・制度によっ
て規定される社会の「外部」空間を中心とする社会的包摂 /排
除の空間の位相を捉えようとしてきた。
　国家による社会的弱者の包摂に向けた支援が、しばしば新
たな排除を生み出してきたと指摘されて久しい。ここでいう
「社会的弱者」とは、国民国家による統治を前提とした近代的
秩序のなかで生産性のある「国民」としての能力や資格を喪失
した人びとと定義できる。国家はそのような人びとをアサイ
ラムに代表される全体社会の「外部」に一時的に隔離し、そこ
で「国民」としての能力や資格を付与する「治療」の機制によっ
て社会的包摂をおこなってきた（西澤 1995）。「アサイラム（全
制的施設/制度 :total institution）」とは、孤児院、精神病院、
刑務所、兵舎、修道院のような「多数の類似の境遇にある個々
人が、一緒に、相当期間にわたって包括社会から遮断されて、
閉鎖的で形式的に管理された日常生活を送る居住と仕事の場
所」（ゴフマン 1984：v）であり、そこではパターナリスティッ
クな介入が正当化され、被収容者の自己決定 /自律が制限さ
れる。その一方で国家は「治療」に値しないと判断された人び
とを、組織・定住領域から社会的・空間的に隔離・追放するこ
とで「国民」との接触を縮減し、彼らを不可視化・抹殺する「隠
蔽」の機制によって社会的に排除してきた（西澤 1995）。
　こうした国家によるアサイラムを介した社会的な包摂 /排
除の様相は、グローバリゼーションの進展と、それに伴う国
家の再編のなかで大きく変化している。情報通信や交通・輸
送手段の高度化による人、モノ、情報のフローの増大によっ
て、国家が領域内の事物を管理することは困難になった。国
家の秩序が及ばない「グローバルな辺境地帯」が出現し、そこ
にこぼれ落ちた難民、無国籍者といった社会的弱者の包摂が
新たな課題となっている。他方、たとえば国際NGOや住民組
織などの国家にかわる新たな包摂の主体も出現している。こ

れらの非政府組織は、さまざまな領域にお
いてこれまで国家が担うとされてきた役割
を代行している。
　このようなグローバリゼーションと社会
的包摂 /排除の問題を検討する際には、これ
までの国民国家を前提とした包摂パラダイ
ムを批判的に再考する必要がある。そうし
た試みとして、これまでに脱施設化や難民
の地域統合、先住民の権利や脱開発などの
重要な指摘がおこなわれている。だが、そ
れらの指摘が開発、福祉、医療などの既存
の領域区分に即して別個になされる傾向が
問題視されている。それゆえ今日の社会的

弱者の包摂 /排除をめぐる諸問題を捉えるうえでは、そうし
た認識論を批判し、超領域的なパラダイムを構築することが
求められている。そのために本共同研究では、難民キャンプ、
先住民定住地、野宿者一時宿泊施設、精神障害者福祉施設、
宗教的空間などの成立要因が異なる現場を、新たな人類学的
フィールドとして捉え直す議論をおこなってきた。

初年度の研究成果
　初年度の課題は、これまで別個に議論されてきたグローバ
ルな移民・難民、先住民と開発、福祉・医療をめぐる議論を空
間論的な視点から統合することであった。そこで計3回の研
究会を開催し、さまざまな「社会的弱者」の保護にかかわる空
間が構築される現場における民族誌的研究の比較検討をおこ
なった。
　グローバルな移民・難民問題の領域からは、アフリカにお
ける難民問題の中心的な課題である、難民状態の長期化をめ
ぐる報告がおこなわれた。研究代表者の内藤直樹は、ケニア
の難民キャンプで長期間暮らしてきた難民が、伝統的な制度
やデジタル・メディアを駆使した合法・非合法の商品取引を通
じてキャンプの外部との間に新たな社会・経済的な関係を構
築している状況について報告した。中山裕美は、国際社会に
よる支援の現場から、ザンビアの自立支援政策を受けた難民
の地域社会との関係構築に向けた諸実践について報告した。
村尾るみこは、同じくザンビアの事例から、植民地期以前か
らの越境的な社会関係に依存する難民が、異なる土地におけ
る生計維持のために生み出す実践について報告した。
　つぎに先住民と開発にかかわる領域からは、国際的な先住
民運動や開発的介入が展開するなか、人びとが生活の場を構
築する営みについての議論がおこなわれた。丸山淳子は南部
アフリカの狩猟採集民サンをめぐる国家や非政府組織による
包摂 /排除の複雑な動きを分析しつつ、そのなかでサンが再定
住地を含む広大な空間を自らの生活の場とする過程について
報告した。また飯嶋秀治は、日本における野宿者の生活空間、
児童養護施設、そしてオーストラリアの先住民居住地の生活
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空間を比較し、包摂と排除の機制を構成する物理的、制度的、
社会・経済的特性について検討した。佐川徹は東アフリカの
遊牧社会を事例に、国家形成の過程で「周縁」という国家の「外
部」空間が構成され、それが近年の開発言説のなかで「再国土
化」される過程について報告した。
　最後に福祉・医療にかかわる領域からは、日本における野
宿生活者や精神障害者に対する就労・生活支援の現場から、
社会的包摂に向けた支援がもつ包摂と排除の両義性などにつ
いての議論がなされた。山北輝宏は多様な支援者、野宿者、
国家、地域社会からなる大阪の野宿者支援運動の多面性を捉
え、支援の現場に発生する人格的な関係性のなかに今後の可
能性を見る。間宮郁子は、日本の精神障害者福祉における隔
離収容型から本人の能力に合わせた環境整備型へのパラダイ
ム転換を整理し、精神障害者の就労支援をおこなう先駆的な
施設の思想と実践について報告した。岩佐光広は苦悩の経験
を組織化し他者と共有可能なものにする「社会的苦悩」をめぐ
る議論を援用し、困難な状況にある人びとが自らの経験を組
織化し、それをもとに今後の対処を生み出す「現場」における
民族誌的記述の可能性を検討した。
　この他に特別講師として久保忠行（タイの難民キャンプに
おける空間性と難民の生活実践）、有薗真代（日本のハンセン
病患者による社会運動、文化的活動、生活実践）、山本直美（日
本の宗教集団による弱者の包摂）、岡部真由美（タイの開発僧
による寺院を超えた社会関係の構築）、北川由紀彦（東京都の
ホームレス対策による弱者の選別と社会的排除）による報告
がおこなわれた。
　初年度はこれまで「一時的」なものとして想定されていたア
サイラムへの滞留が長期化し、人びとがそこから全体社会に
帰還することがますます困難になる状況や、アサイラムが脱
領域化しつつあるが、いまだ社会的包摂のオルタナティブた
りえていない点が明らかになった。そこで2年目は広い意味
での社会の「外部」空間が、①どのような権力、言説、物理的
構成の配置によって構成されているか、②そこに長期間留め
置かれる人びとがいかなる生を営んでいるのか、③現代社会
からの「一時退出」はいかに可能か、という点について議論し
たい。

社会の「外部」空間の歴史的展開と可能性
　最後に今後の展望として幅広い社会の「外部」空間を捉える
視点を示して、本論を締めくくる。中世ヨーロッパや日本を
対象とした歴史研究のなかで、現代社会におけるアサイラム
とは別の役割をもつ社会の「外部」としてのアジール（独：asyl、
仏：asile、英：asylum）法がもつ機能やその変遷が注目されて
きた。アジール法とは聖性に満ちた場所、人、時間に触れる
ことにより、その者を不可侵の存在にする原初的な法・制度
である。中世における世俗国家は、アジール法をとりこみつ

つ法整備をおこなうこと
で国家の法を貫徹させた
という。そしてこの時期
にアジールは「その文化
史・法制史上の頂点」（ヘ
ンスラー 2010：53）を迎
えた。しかしながら近世
に入り法の倫理化・人間

化が確立するなかで、アジール法はその役割を終え、消滅し
ていったという。だがアジール論を援用しながら中世日本に
おける公権力の及ばない「無縁・無主」の空間に注目した網野
善彦は、アジールの原理は近世以降も「きわめて多様な形態を
とりつつ、人民生活のあらゆる分野に細かく浸透している」
と論じている。
　とかく「自律した個人」という人間像に慣れた私たちにとっ
て、アサイラムにおける自己決定 /自律の制限やパターナリズ
ムは人間性の抑圧として捉えられがちである。しかしながら
法・制度によって規定される社会の「外部」であるアジールは、
窮地に陥った人びとの生命や自己決定 /自律を保障する一時
的な退避の場であった。だとすれば、これまでに人類が創り
出したアジールやアサイラムなどの社会の「外部」を、あると
きには保護や包摂、別のときには隔離や排除の位相を示す空
間として包括的に捉えることはできないだろうか。また国家
のあり方が大きく変わりつつある現代社会において、社会の
「外部」の意味や役割はどこに向かうのか。次年度は、このよ
うな幅広い社会の「外部」の空間的位相の連続性に注目し、そ
の多様な現れ方を比較検討することで、近年の社会的弱者の
包摂をめぐる既存のパラダイムの問題点を措定する。そして
グローバリゼーションと国家の再編の過程で展開する包摂 /

排除現象についての新たなパラダイムの構築を目指す。そう
した議論を通じて、社会的弱者を含めた多様な他者との共存
が可能な新しい公共性や社会のあり方を構想するための手掛
かりを示したい。
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